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　シャンティの活動については、曹洞宗の宗門
寺院におりますので、以前から梅花大会等で聞
く機会がありました。東南アジアの人々の教育
支援、文化支援。そして、国内においても阪神・
淡路大震災、東日本大震災の被災地においての
活動の様子を聞くにつけ、何かできることはない
だろうかと、クラフトエイドの商品を購入したり、
檀信徒の皆さんに声をかけ募金をしたり、微力
ながら協力をさせていただいておりました。しか
しながら、実際には私が理解していたことは表
面的なことで、まだまだ私のように多くを理解し
ていない方も多いと思います。
　シャンティの精神「共に生き、共に学ぶ」の
「共に」とは「こころを寄せる」ことです。「ここ
ろを寄せる」すなわち私たちは一人では生きて
いけない。生かされていることを自覚し、感謝の
こころ、慈しみのこころを持つこと。お釈迦さま

は「四摂法」という教えをお説きになっています。
「布施」こころでもものでも惜しみなく他に与え
る、「愛語」やさしい言葉をかける、「利行」ために
なることをする、「同事」自分と相手と一つになる。
　日々の生活に追われ、あくせくと前ばかりを
みて進んでいく。余裕がなく自分にとって「必要、
不必要」そんなことで何事も区別しているこの時
代。私たち一人ひとりが、どれだけ他に目を向け
られるか、シャンティ（平和）な生き方を目指し、
「四摂法」の教えの実践を心がけたいものです。
　マザーテレサの言葉に「私たちはちいさなこと
しかできません。小さなことを大きな愛でするだ
けです」とあります。一人の支援は小さなことか
もしれませんが、国内外において期待されている
シャンティの活動を応援する人たちが一人でも
多く、大きな力となるよう、それぞれの立場から、
どんなところからでも発信していきましょう。

巻
末
言

こころを寄せる
シャンティ国際ボランティア会

理事　竹俣 昭孝
東京都・大林院　住職 ラオス・ルアンパバーンでの托鉢の様子（2017年撮影）

難
民
帰
還
に

揺
れ
る
タ
イ
、

ミ
ャ
ン
マ
ー

国
境
の
今

特集



図書館での人形劇の様子
2018年 ヌポ難民キャンプで撮影
©Yoshifumi Kawabata

　
い
ま
か
ら
約
40
年
前
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
軍

と
少
数
民
族
軍
と
の
紛
争
に
よ
り
、
多
く
の
難

民
が
タ
イ
へ
逃
れ
、
今
な
お
約
9
3
0
0
0
人

が
国
境
沿
い
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
国
際
社
会
か
ら
の
支
援
が
年
々
減
少

す
る
中
、
帰
還
へ
向
け
た
動
き
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
し
か
し
一
方
で
、
帰
還
先
の
安
全
や
教

育
・
医
療
な
ど
の
支
援
を
継
続
し
て
受
け
ら
れ

る
か
な
ど
、
先
の
見
え
な
い
不
安
を
抱
え
て
い

ま
す
。
2
0
1
9
年
7
月
シ
ャ
ン
テ
ィ
は
、
祖

国
で
の
再
定
住
へ
向
け
、
受
け
入
れ
側
の
ミ
ャ

ン
マ
ー
・
カ
レ
ン
州
で
新
た
に
事
業
事
務
所
を

開
設
し
ま
し
た
。
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今号の表紙
通学する子どもたち
2015年 メラ難民キャンプで撮影
©Yoshifumi Kawabata
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難民帰還に揺れる 
タイ、ミャンマー国境の今

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
民
主
化
で

揺
れ
る
国
境

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
（
当
時
ビ
ル
マ
）

で
は
、
1
9
4
9
年
よ
り
当
時
の

軍
事
政
権
と
少
数
民
族
の
反
政
府

勢
力
に
よ
る
対
立
が
始
ま
り
、

1
9
7
5
年
以
降
、
戦
闘
や
人
権

侵
害
を
逃
れ
て
人
々
が
タ
イ
側
へ

流
出
し
ま
し
た
。
1
9
8
4
年
に

正
式
に
難
民
キ
ャ
ン
プ
が
設
立
さ

れ
て
か
ら
30
年
以
上
経
っ
た
今
も

約
9
3
0
0
0
人
が
難
民
と
し
て

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
急
速
に
進
む
ミ
ャ
ン
マ
ー

政
府
の
民
主
化
政
策
は
、
難
民

キ
ャ
ン
プ
の
人
々
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
2
0
1
2

年
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は
60
年
以

上
に
わ
た
っ
て
反
政
府
武
装
闘
争

を
続
け
て
き
た
カ
レ
ン
民
族
同
盟

（
K
N
U
）
と
停
戦
合
意
し
ま
し

た
。
和
平
交
渉
の
中
で
国
内
避
難

民
や
難
民
の
自
主
的
本
国
帰
還
が

議
論
さ
れ
、
2
0
1
6
年
10
月
に

両
政
府
合
意
の
下
、
71
人
が
帰
還

し
ま
し
た
。

帰
還
へ
向
け
た
動
き
が

あ
る
一
方
、

帰
還
を
た
め
ら
う
人
々
も

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
で
政
府
と
少

数
民
族
と
の
全
土
停
戦
協
定
が

結
ば
れ
た
こ
と
を
受
け
、
タ
イ
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
両
政
府
合
意
の
も

と
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務

所
（
U
N
H
C
R
）
が
仲
介
し
て

ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
難
民
帰
還
が
動

き
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
何
十

年
も
難
民
キ
ャ
ン
プ
内
で
暮
ら
し

た
人
々
が
本
国
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
に

帰
れ
た
と
し
て
も
、
住
む
場
所
や

仕
事
を
見
つ
け
る
こ
と
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状

況
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
カ
レ
ン
州

の
南
東
部
地
域
が
難
民
と
国
内
避

難
民
の
帰
還
先
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
帰
還
す
る
こ

と
を
た
め
ら
っ
て
い
ま
す
。

特  集

カレン州

ミャンマー

タイ

タイ

ミャンマー

バンマイナイソーイキャンプ

バンメースリンキャンプ

メラウキャンプ
メラマルアンキャンプ

メラキャンプ

ウンピアムキャンプ

BRC事務所（メーソット）MBP事務所
（パアン）

ヌポキャンプ

レイケイコー村

ヤンゴン

ゾーズィーミャイン村

タムヒンキャンプ

ハンドンヤンキャンプ

バンコク

ネピドー

▲カレン族キャンプ　　△カレニー族キャンプ　　
■首都　　●都市・村　　　事務所

©Yoshifumi Kawabata
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難
民
キ
ャ
ン
プ
の
教
育
課
題

　

難
民
キ
ャ
ン
プ
の
人
口
の
約
50
%

は
18
歳
以
下
の
子
ど
も
で
す
。
閉
鎖

的
な
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
生
ま
れ
育
っ

た
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
「
キ
ャ
ン

プ
の
中
が
世
界
の
全
て
」
で
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
設
立
か
ら
約
40
年
が

経
過
し
、
国
際
社
会
の
関
心
が
薄

れ
、
国
際
的
な
支
援
は
年
々
減
少
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
キ
ャ
ン
プ
内

の
子
ど
も
の
増
加
に
伴
い
、
校
舎
、

教
科
書
、
良
質
の
書
籍
、
教
材
が
不

足
し
、
第
三
国
定
住
政
策
で
教
員
や

指
導
者
層
の
海
外
流
出
が
相
次
い

で
い
ま
す
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
内
の
教

育
の
質
の
低
下
は
、
子
ど
も
た
ち
の

不
登
校
や
中
退
の
誘
因
と
な
る
こ
と

も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
で
は
局
地
的
な

戦
闘
が
絶
え
ず
、
帰
還
先
の
安
全
や

継
続
的
な
教
育
・
医
療
支
援
が
受

け
ら
れ
る
か
と
い
う
不
安
を
抱
え
、

多
く
の
人
々
が
帰
還
の
決
断
を
で
き

な
い
ま
ま
で
い
ま
す
。
人
々
は
行
き

場
の
な
い
苦
悩
を
抱
え
、
傷
害
事
件

や
麻
薬
の
使
用
、
う
つ
病
、
自
殺
者

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
難
民
キ
ャ
ン

プ
の
人
々
に
と
っ
て
、
心
が
安
ら
ぐ

場
で
あ
り
、
数
少
な
い
「
世
界
と

繋
が
れ
る
場
」
と
な
っ
て
い
る
図
書

館
で
す
が
、
多
く
の
人
が
利
用
す

る
た
め
傷
み
も
激
し
く
、
床
に
複

数
の
穴
が
開
い
て
い
る
状
況
で
す
。

ミ
ャ
ン
マ
ー（
ビ
ル
マ
）

難
民
キ
ャ
ン
プ
の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ミャンマーでは野菜を育てて暮らしていました。ビルマ軍が村に
来るたびに怯え、いつも逃げることを考えながら生活をしてい
ました。ジャングルでどうやって生き延びるのかを考え続けるだ
けの日々でした。2008年にキャンプに来てから生活は一変しま
した。戦いや軍から逃げなくても良い、天国のような場所です。
ミャンマーにいる子どもたちは時々私たちに
会いにキャンプに来ますが、私は一度もミャ
ンマーに戻ったことはありません。ミャンマー
に残った子どもたちが今も厳しい生活をして
いることを聞き、悲しい気持ちになりま
す。私は将来のことはあまり考えられま
せん。他の国に行きなさいと言われれば
それに従わないといけませんが、ミャン
マーの村に帰ることは想像できません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
1997年、突然ビルマ軍が村に来ました。
私はまだとても小さく、あまり覚えていま
せんが、とにかく両親の後を一生懸命つ
いていったのを覚えています。逃げる途
中で銃声を聞いたのを覚えています。3日
間ジャングルの中を歩き続け、国境を越
え、シェルターにたどり着きました。夫と
は、難民キャンプで出会い結婚しました。
2008年にアメリカへの第三国定住を申請
し、最終プロセスは通過しているので、あ
とは出発する順番を待つだけです。ミャン
マーには戻りたくありません。

プレッ・セイさん （66歳：女性）

モー・モー・エッさん（28歳：女性）

難民キャンプで暮らす人々の想い
帰還先の安全、教育や医療など
継続的な支援を受けられるか不安を抱え、
多くの人が帰還の決断をできないままでいます。

メラウ難民キャンプ内の様子 ©Yoshifumi Kawabata

難民キャンプでの活動20年

特 集 難民帰還に揺れる 
タイ、ミャンマー国境の

カレン州

ミャンマー

タイ

タイ

ミャンマー

バンマイナイソーイキャンプ

バンメースリンキャンプ

メラウキャンプ
メラマルアンキャンプ

メラキャンプ

ウンピアムキャンプ

メーソットパアン

ヌポキャンプ

ヤンゴン

タムヒンキャンプ

ハンドンヤンキャンプ

バンコク

ネピドー

　 シャンティ図書館の数
▲カレン族キャンプ　　△カレニー族キャンプ　　
■首都　　　●都市

※シャンティはカレン族の難民キャンプで
　活動しています。

ミャンマー（ビルマ）難民キャンプ

　シャンティは、2000年から図書館を運
営してきました。情報が限られている難民
キャンプでは図書館が世界と繋がれる場
所です。また、難民の方たちが世代を問わ
ず情報や心の内を共有する、心の拠り所
となっています。現在は青年ボランティア
が集い、地域でおはなし会を開催するな
ど活躍しています。その他、帰還へ向けた
ミャンマー国内の情報を伝える情報セン
ターとしての役割を担っています。

シャンティ
図書館数 15館
（2019年時点）



故郷に帰還した人々の想い
祖国への帰還を果たした喜びがある一方、
これからの生活に不安を感じる声も少なくありません。
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難
民
が
帰
還
す
る

 「
カ
レ
ン
州
」と
は

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
南
部
に
位
置
す

る
カ
レ
ン
州
の
南
東
部
地
域
が
、
難

民
お
よ
び
国
内
避
難
民
の
帰
還
先

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

は
、
多
数
派
で
あ
る
ビ
ル
マ
族
が
住

む
地
域
と
、
人
口
が
多
い
各
民
族
の

名
前
が
割
り
当
て
ら
れ
た
7
つ
の
州

が
あ
り
ま
す
。
7
つ
の
州
の
一
つ
、

カ
レ
ン
州
に
は
、
そ
の
名
の
通
り
カ

レ
ン
族
の
人
が
多
く
住
ん
で
い
ま

す
。

　

カ
レ
ン
州
は
タ
イ
国
境
と
ヤ
ン
ゴ

ン
の
中
間
地
点
に
あ
る
た
め
、
タ
イ

か
ら
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
に
乗
っ
て
、

多
く
の
物
資
と
人
が
流
れ
込
ん
で
い

祖
国
に
帰
還
し
た
人
々
の

生
活
環
境

　

帰
還
民
を
受
け
入
れ
る
予
定
の

国
境
近
く
の
村
で
は
、
数
年
前
か
ら

日
本
財
団
や
日
本
の
外
務
省
な
ど
の

協
力
に
よ
り
、
シ
ェ
ル
タ
ー
が
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
タ
イ
側
の
電
力
会

社
か
ら
電
気
の
供
給
も
さ
れ
、
水
は

村
の
水
源
か
ら
汲
む
こ
と
が
で
き
ま

ま
す
。
観
光
客
の
た
め
で
は
な
く
物

資
輸
送
ル
ー
ト
と
し
て
道
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
に
よ
り
公
立

学
校
も
建
て
ら
れ
、
難
民
キ
ャ
ン
プ

か
ら
帰
還
し
た
子
ど
も
た
ち
の
教
育

環
境
も
整
い
は
じ
め
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
村
に
は
産
業
が
な
く
、
大
半

の
村
人
が
隣
村
の
畑
な
ど
で
日
雇
い

労
働
を
し
た
り
、
タ
イ
へ
出
稼
ぎ
に

出
る
な
ど
、
帰
還
し
た
人
々
が
安
定

し
た
収
入
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
の

が
現
状
で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
難民キャンプで暮らしていた頃はキャンプの外へ出る
ことができませんでした。家や土
地など自分の資産を持つことは
できず自由に移動することもでき
ませんでした。しかしミャンマーに
戻ってきてからは自分の家と土地
をもらい、不安もなく自由に好きな
場所に行けるようになりました。た
だ、村には仕事がないため安定的
な収入を得ることができません。
成人した子どもたちはバンコクに
出稼ぎに行っています。将来お金
がたまったら村で自分のお店を持
ちたいと思っています。                         

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ミャンマーに帰還し正式なIDカードと戸籍をもらうこ
とができました。子どもたちがミャンマーの公立学校に
入学した時、教員の方々が温かく迎え入れてくれとて
もうれしかったです。難民キャンプ内では日用品の配
給があったため収入がなくても生活していくことがで
きました。しかし帰還してからは
仕事がみつからず、日用品の配給
もないため、今後の生活が少し
不安です。自分の家と土地をもら
えたので、今後は豚などの家畜を
自宅で飼育したいです。　　       

ナー・マー・ゲさん（41歳：女性）

ウ・クワ・プーさん（58歳：男性）

●❶帰還民受け入れのため
新たに建設された住居 
●❷レイケイコー村で暮らす
帰還民の家族

カレン州の州都パアンを望む丘から撮影した風景
❷

❶

特 集 難民帰還に揺れる 
タイ、ミャンマー国境の

国境沿いの村へ向かう道

 
祖
国

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
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中原所長がパアンの魅力を紹介
新たに事務所を立ち上げた街・パアン

パ
ア
ン
の
街
の
見
所

　

カ
レ
ン
州
の
州
都
パ
ア
ン
に
は
、
川
、

山
、
洞
窟
な
ど
自
然
が
数
多
く
残
さ

れ
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
が
外

国
人
観
光
客
に
人
気
で
す
。
他
の
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
街
と
同
様
に
、
た
く
さ
ん
の

パ
ゴ
ダ
が
あ
り
ま
す
が
、
パ
ア
ン
で
は

多
く
の
パ
ゴ
ダ
が
岩
山
の
山
頂
に
あ
る

の
が
特
徴
で
す
。一
方
、
ま
だ
ま
だ
発

展
途
上
の
街
で
、
雨
季
は
大
雨
に
よ
る

停
電
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
自
宅
の
近

く
に
市
場
が
あ
る
た
め
食
材
の
買
い
出

し
に
は
困
り
ま
せ
ん
。
た
だ
英
語
が
ほ

と
ん
ど
通
じ
な
い
た
め
、
片
言
の
ビ
ル

マ
語
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
や
り
取
り
を

し
て
い
ま
す
。
タ
イ
国
境
と
ヤ
ン
ゴ
ン

の
中
間
に
あ
る
た
め
、
タ
イ
レ
ス
ト
ラ

ン
が
多
く
、
中
に
は
タ
イ
語
で
書
か
れ

た
メ
ニ
ュ
ー
や
タ
イ
語
が
通
じ
る
店
員

も
い
ま
す
。
不
便
な
点
は
、
街
中
の
タ

ク
シ
ー
が
夜
9
時
を
過
ぎ
る
と
い
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
あ
ら
か
じ

め
知
り
合
い
の
運
転
手
を
呼
ん
で
お
け

ば
い
い
の
で
す
が
、
赴
任
当
時
は
そ
う

い
っ
た
知
識
も
つ
て
も
な
く
、
食
事
を

終
え
た
あ
と
に
タ
ク
シ
ー
を
探
し
て
街

中
を
歩
き
回
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

住居について
外国人用のアパートなどはありません。地
元の人々が暮らしているワンルームタイプの
部屋を賃貸で借りました。しかし家賃は地
元民の二倍です。そういった決まりがある
わけではないですが、パアンではそれが一
般的とのことです。コンクリート打ちっぱな
しの床で家具なども何もついていない部屋
だったので契約後に必要なものを買いそろ
えました。

移動方法
自家用車を使って移動しています。舗装さ
れていない道が多く、信号が故障している
こともあるため細心の注意を払って運転し
ています。バスや電車などの公共交通機関
がないため、タクシーやトゥクトゥクなどを
道端で拾うか、電話で呼ぶ必要があります。
2000チャット（約140円）ほど払うとたいて
いの場所にいくことができます。最近は三輪
バイクタクシーが走るようになりました。

料理
事務所の女性スタッフは自宅からおかずを
持ち寄って一緒にお昼を食べています。男
性スタッフは徒歩やバイクで近くの食堂へ
食べに行くことが多いです。

傘、合羽
パアンの雨季はヤンゴンよりも数
倍激しく、雨が降らない日はあり
ません。そのため外出時は晴れて
いても傘を持ち歩いています。

パアンでの必需品

どんな休日を過ごしているか、
現地で楽しみなこと
赴任して間もなく、まだ居住スペースが整っ
ていないため、休日はパアン市内のお店を
回り、家電や家具などを購入しています。パ
アン市内のお店は品ぞろえが限られている
ため、どこで妥協するか悩みます。近くにサ
ルウィン川があり、景色も素晴らしいので川
沿いを歩く時間を日常化したいと思ってい
ます。

左：タラポースープ
タケノコ、唐辛子、香草などの
食材を1時間ほど煮込んで作る
スープ。ピリ辛で癖になる味。パ
アン市内のレストランにたいて
い置いてある定番メニュー。

右：この日のメニューは空心菜
の炒め物、エビカレー、お茶の
葉サラダなど。どれも定番の
ミャンマー料理です。 食

休
移
住

上：パアン市内を走る三輪バイクタクシー
下：三輪バイクタクシーに乗って移動中

パアンの中心にあるイエーボー市場 パアンの人気観光地、岩山の頂上に建つ「チャウカラッパゴダ」

特 集 難民帰還に揺れる 
タイ、ミャンマー国境の 観 紹介する人

中原亜紀
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パ
ア
ン
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境

事
業
事
務
所
を
立
ち
上
げ

　

難
民
が
帰
還
す
る
予
定
の
ミ
ャ

ン
マ
ー
南
部
に
あ
る
カ
レ
ン
州
の
各

村
で
は
、
生
活
環
境
を
整
え
よ
う
と

い
く
つ
か
の
組
織
や
団
体
が
ミ
ャ
ン

マ
ー
政
府
と
協
力
し
な
が
ら
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
長
く
難
民
キ
ャ

還
民
を
受
け
入
れ
る
特
性
上
、
タ
イ

側
に
あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ビ
ル
マ
）

難
民
事
業
事
務
所
と
密
に
連
携
を

取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
帰
還
民
を
受
け
入
れ
る
ミ
ャ
ン

マ
ー
側
の
カ
レ
ン
州
・
パ
ア
ン
で
新

た
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境
支
援
事
業

事
務
所
を
2
0
1
9
年
７
月
に
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

人
と
人
が
集
え
る
場
所
を

　

帰
還
民
を
受
け
入
れ
る
各
村
に

は
、
図
書
館
は
な
く
、
学
校
に
は
図

書
室
も
あ
り
ま
せ
ん
。
帰
還
民
と
以

ン
プ
で
支
援
活
動
を
行
っ
て
き
た

シ
ャ
ン
テ
ィ
と
し
て
も
、
難
民
の
帰

還
に
向
け
た
復
興
・
再
定
住
支
援
を

行
う
た
め
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境
支
援

事
業
（
通
称
：
M
B
P
）
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
シ
ャ
ン
テ
ィ
に
と
っ
て

は
じ
め
て
の
少
数
民
族
地
域
で
の
活

動
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
か
ら
の
帰

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境
で
の

新
し
い
一
歩

❶コミュニティリソースセン
ターの運営を担うスタッフ向け
の研修会の様子（「おおきな
かぶ」福音館書店） ●❷運営
研修後に撮影した集合写真　
●❸レイケイコー村のコミュニ
ティリソースセンター開所式の
様子　❹ゾーズィーミャイン
村のセンターで絵本を読む子
どもたち（「ぞうくんのあめふり
さんぽ」福音館書店）

MBP事務所の
スタッフ

BRC事務所の
スタッフ

コミュニティリソースセンターに配架す
る絵本はタイで購入し、ビルマ語とカレ
ン語の翻訳シールを貼りました。ミャン
マーで購入した本と合わせて配架され、
センターを利用する人が自由に読むこ
とができます。

タイとミャンマーで絵本を調達

❷
❸❹   

配架予定の絵本が事務所に届いた様子

特 集 難民帰還に揺れる 
タイ、ミャンマー国境の

前
か
ら
住
ん
で
い
る
地
元
住
民
が
集

ま
り
、
情
報
交
換
や
交
流
を
行
う
場

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

帰
還
民
と
地
元
住
民
が
集
う
場
所

と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ソ
ー
ス

セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
に
パ
ソ
コ
ン
を
設
置

し
、
図
書
を
配
架
し
て
情
報
収
集

や
情
報
交
換
が
で
き
る
環
境
作
り

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
セ
ン

タ
ー
に
来
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
学
校
に
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
た
り
、
移
動
図
書
館
活
動
を

行
い
、
広
く
情
報
を
届
け
る
活
動
を

行
う
予
定
で
す
。

ミャンマー国境支援事業

　ミャンマー国境支援事業事務所
Myanmar Border Project office

（通称MBP事務所）

　ミャンマー（ビルマ）難民事業事務所
Myanmar （Burmese） Refugee Camp Project office

（通称BRC事務所）

❶

カレン州

カレン州

ミャンマー タイ

MBP事務所
（パアン）

BRC事務所
（メーソット）

レイケイコー村

ゾーズィーミャイン村

タイ

ミャンマー
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「
雇
用
の
機
会
が
限
ら
れ
て
い
る
」

「
キ
ャ
ン
プ
の
外
に
出
ら
れ
ず
自
由

が
な
い
」
「
キ
ャ
ン
プ
に
長
く
暮
ら

し
て
い
る
が
、
故
郷
と
思
え
な
い
」

こ
う
し
た
理
由
か
ら
帰
還
を
決
心

し
た
女
性
に
レ
イ
ケ
イ
コ
ー
村
で

会
い
ま
し
た
。
2
0
1
1
年
に
ご
主

人
と
3
人
の
孫
と
共
に
ウ
ン
ピ
ア
ム

難
民
キ
ャ
ン
プ
で
暮
ら
し
始
め
て
7

年
、
2
0
1
8
年
に
村
で
の
新
た
な

生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
3

人
の
お
孫
さ
ん
は
中
学
生
・
高
校
生

と
な
り
、
将
来
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
教

師
や
看
護
師
に
な
り
た
い
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
「
孫
に
は
き
ち
ん

と
高
校
を
卒
業
し
て
目
標
に
向
か
っ

不
安
を
抱
え
、
出
口
の
見
え
な
い
状

況
の
中
で
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

難
民
キ
ャ
ン
プ
が
持
つ
特
性
の
中

で
今
後
さ
ら
に
活
動
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
の
難
し
さ
、
厳
し
さ
が
あ

る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
20
年
近

く
難
民
の
方
々
と
共
に
歩
ん
で
き
た

シ
ャ
ン
テ
ィ
だ
か
ら
こ
そ
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
と
タ
イ
両
国
か
ら
難
民
問
題
の

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
2
0
0
1
年
か
ら
約
6

年
間
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の
図
書
館

活
動
に
関
わ
り
、
こ
の
間
、
キ
ャ
ン

プ
に
住
む
人
々
を
通
じ
て
、
タ
イ
側

か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
い
う
国
を
見
て

き
ま
し
た
。
軍
事
政
権
と
そ
の
状
況

下
に
お
け
る
少
数
民
族
問
題
、
そ
し

て
難
民
問
題
と
、
実
は
表
面
的
な
部

分
し
か
見
え
て
い
な
か
っ
た
か
も
し

れ
な
い
と
、
2
0
1
4
年
に
シ
ャ
ン

テ
ィ
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
本
国
で
事
業
を

開
始
し
、
担
当
と
し
て
赴
任
し
て
か

ら
少
し
ず
つ
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
い
つ
に
な
っ
た
ら
ミ
ャ
ン

マ
ー
は
民
主
化
し
て
平
和
な
国
に
な

要
し
ま
す
。
希
望
を
持
っ
て
帰
還
を

決
断
し
た
人
た
ち
に
ど
う
寄
り
添
っ

て
い
け
る
か
、
帰
還
難
民
支
援
を
行

う
関
係
者
全
体
で
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

2
0
1
6
年
に
自
主
的
帰
還
を

促
進
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
タ
イ
と

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
間
で
合
意
さ
れ
、

同
年
10
月
に
71
人
の
難
民
が
帰

還
、
そ
の
後
2
0
1
9
年
6
月
時

点
の
帰
還
総
数
は
約
1
0
4
0
人

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
い

ま
だ
キ
ャ
ン
プ
で
暮
ら
す
難
民
は

9
3
5
0
0
人
（
2
0
1
9
年
7

月
U
N
H
C
R
）
、
帰
還
の
支
援
と

と
も
に
、
キ
ャ
ン
プ
に
残
っ
て
い
る

人
々
と
ど
う
寄
り
添
っ
て
支
え
て
い

け
る
か
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
数
字
か
ら
も
今
後

数
年
で
帰
還
が
終
了
し
て
キ
ャ
ン
プ

が
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
は
想
像
し
づ
ら

い
で
す
。
長
期
化
す
る
難
民
支
援
に

対
し
て
、
国
連
機
関
を
は
じ
め
多
く

の
援
助
団
体
が
撤
退
ま
た
は
支
援

縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
残
さ
れ
た

人
た
ち
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き
な

る
の
だ
ろ
う
、
キ
ャ
ン
プ
に
住
む
人

た
ち
が
一
刻
で
も
早
く
帰
還
で
き
る

日
を
願
う
思
い
は
変
わ
ら
ず
に
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
国
内
に
お
け
る
貧
困
問
題
、
カ

レ
ン
民
族
を
含
む
全
て
の
少
数
民
族

問
題
へ
の
解
決
無
く
し
て
は
、
民
政

移
管
後
の
新
政
権
下
の
発
足
に
あ
っ

て
も
平
和
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
は
決

し
て
順
調
に
は
進
ま
な
い
だ
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。

　

支
援
を
開
始
し
た
定
住
村
は
帰

還
以
前
か
ら
住
ん
で
い
る
人
た
ち
も

い
て
、
既
存
の
住
民
と
帰
還
民
の
共

存
サ
ポ
ー
ト
も
重
要
な
取
り
組
み

の
一
つ
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
に
住
む

全
て
の
人
々
の
共
存
を
ど
う
促
進
し

て
い
く
の
か
、
「
共
に
生
き
、
共
に

学
ぶ
」
と
い
う
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
理
念

を
ど
う
実
践
に
結
び
付
け
て
い
く
の

か
、
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
長
い
時
間
を
要

す
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
一
歩
ず
つ

ミ
ャ
ン
マ
ー
全
土
の
平
和
構
築
に
貢

献
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

て
い
っ
て
ほ
し
い
、
そ
れ
を
支
え
る

の
が
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
役
目
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
彼
ら
の
両
親
は
タ
イ
の
バ
ン

コ
ク
で
出
稼
ぎ
し
、
定
期
的
に
仕
送

り
を
し
て
い
ま
す
。

　

再
定
住
先
の
村
を
初
め
て
訪
問

し
た
時
、
ま
だ
ま
だ
未
開
発
の
場

所
で
生
活
を
営
む
難
し
さ
、
大
変

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
定
住
を

確
実
に
し
て
い
く
た
め
に
は
雇
用
が

必
要
で
あ
る
と
も
思
い
、
レ
イ
ケ
イ

コ
ー
村
で
会
っ
た
ご
家
族
の
状
況
を

伺
い
、
改
め
て
そ
れ
を
痛
感
し
ま
し

た
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
と
タ
イ
の
国
境
沿
い

に
難
民
キ
ャ
ン
プ
が
開
設
さ
れ
て
か

ら
約
40
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
近

年
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
で
政
府
と
少

数
民
族
と
の
全
土
停
戦
協
定
が
結

ば
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
難
民
の
帰

還
が
始
ま
り
ま
し
た
。
朗
報
と
言
え

ま
す
。
し
か
し
、
定
住
先
は
ま
だ
十

分
に
整
っ
て
い
る
状
況
で
は
な
く
、

自
由
を
得
た
と
い
っ
て
も
安
心
し
て

新
生
活
を
営
む
ま
で
に
は
時
間
を

●❶事業開始時に行ったミーティ
ングでの集合写真 ●
❷パアン事務所前で中原所長　
●❸レイケイコー村の住民にイン
タビューしている様子

ま
と
め

ミャンマー国境支援事業事務所長

中原 亜紀

❷ ❶❸

平和に向けた
大切な一歩

特 集 難民帰還に揺れる 
タイ、ミャンマー国境の



私
の
好
き
な

カ
レ
ン
月

カ
レ
ン
暦
で
の
四
月
で
は
水
祭
り
が

行
わ
れ
る
休
暇
期
間
で
す
。

休
暇
が
終
わ
っ
た
カ
レ
ン
暦
の
五
月

か
ら
学
校
が
再
開
し
ま
す
。
生
徒
た

ち
は
喜
ん
で
学
び
、
遊
び
ま
す
。

2

17 16

世
界
の
絵
本
を

読
ん
で
み
よ
う

29

カ
レ
ン
暦
で
の
十
二
月
に
は
ク
リ
ス

マ
ス
が
あ
り
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
で

は
お
互
い
の
祝
福
を
祈
り
ま
す
。

カ
レ
ン
民
族
の
お
正
月
は
い
つ
も
カ

レ
ン
暦
で
の
一
月
の
最
初
の
日
に
行

わ
れ
ま
す
。

1

3

カ
レ
ン
暦
で
の
十
一
月
に
は
儀
式
的

行
事
が
催
さ
れ
、
カ
レ
ン
族
の
人
々

は
幸
せ
な
気
持
ち
で
寺
に
赴
き
ま

す
。

4

6

5

ミ
ャ
ン
マ
ー（
ビ
ル
マ
）

難
民
キ
ャ
ン
プ
　
2
0
1
6
年

シ
ャ
ン
テ
ィ
出
版
絵
本

カ
レ
ン
暦
で
の
八
月
に
は
満
月
の
日

に
手
首
に
紐
を
巻
く
お
祭
り
が
行
わ

れ
、
み
ん
な
集
ま
り
ま
す
。



世 界 の 現 場 か ら

AIRMAIL
To 日本の皆さん　From 活動の現場

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

ア
ジ
ア
の
各
国
で
活
動
す
る

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
様
子
や

ス
タ
ッ
フ
を
紹
介
し
ま
す
。

From
BRC
ミャンマー（ビルマ）難民キャンプ

安全や雇用、教育、病院へのアク
セスなど、帰還後の生活に不安を
感じ、帰還を選択しない人が多い
ミャンマー（ビルマ）難民キャンプ
での活動と、そこに暮らす人 の々様
子をご紹介します。

19 18

BRC事務所の副所長補佐兼総務
担当。主に法務や訪問の手配・
日程調整などの業務を行ってい
ます。

みんなの笑顔をつくる世界のおやつ旅

タ イ の お や つ
パ ー トン コ ー

お
や
つ
や
朝
食
・
夕
食
の

定
番
ス
イ
ー
ツ

　
サ
ワ
デ
ィ
カ
ー
（
こ
ん
に
ち
は
）！
　
小
麦
粉

に
砂
糖
を
混
ぜ
た
生
地
を
揚
げ
た
シ
ン
プ
ル
な

お
や
つ「
パ
ー
ト
ン
コ
ー
」を
紹
介
し
ま
す
。
中

国
語
で「
油
条
（
ヨ
ウ
テ
ィ
ヤ
オ
）」で
す
が
、

よ
く
一
緒
に
売
ら
れ
て
い
た「
白
糖
粿
（
パ
ー

ト
ン
コ
ー
）」と
い
う
別
の
食
べ
物
と
混
同
さ
れ

て
、
こ
の
名
前
が
定
着
し
た
そ
う
で
す
。
食
感
は

揚
げ
パ
ン
の
よ
う
で
、
味
は
甘
み
と
塩
味
と
油

が
合
い
ま
っ
た
サ
ー
タ
ー
ア
ン
ダ
ギ
ー
風
。
こ

れ
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
練
乳
を
か
け
て
ス
イ
ー

ツ
と
し
て
食
べ
る
か
、
お
か
ゆ
に
浸
し
て
朝
食

か
夕
食
に
食
べ
る
の
が
定
番
で
す
。
細
長
い
も

の
、
四
角
く
て
大
き
い
も
の
、
恐
竜
の
形
の
も
の

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
屋
台
で
ア
ツ
ア
ツ
を
是
非
！

路上の屋台、食堂、マクド
ナルドで気軽に買えます。
値段は複数個入って20
バーツ（約70円）程度から。

BRC事務所　
総務担当

ウェーンさんの
おすすめおやつ

▲  子どもの一日をリポート！
難民キャンプで暮らす少女の夢を
尋ねて。

ものづくりの舞台裏をリポート！ ▼

難民キャンプで行われている人形劇
の舞台裏に潜入！
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AIRMAIL
ミャンマー

タイ
▲
▲
▲
▲
▲

▲
▲

難民キャンプ
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 From

BRC
ミャンマー（ビルマ）難民キャンプ

多
様
性
の
中
で
、
皆
が
平
等
に

教
育
の
機
会
を
得
る
た
め
に

　
近
年
、
タ
イ
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国

境
は
急
速
に
発
展
し
、
異
な
る
文
化

的
背
景
を
持
っ
た
人
々
が
国
境
を
行

き
来
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
言
葉
や
民
族
、
宗
教
、

こ
れ
ま
で
受
け
た
教
育
の
違
う
人
々

の
間
に
、
教
育
の
格
差
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
多
様
性
の
中
で
、
す
べ
て

の
人
が
平
等
に
教
育
の
機
会
を
得
ら

れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
難
民
キ
ャ
ン
プ
内
の
学
校
の

教
師
で
し
た
。
教
科
書
や
参
考
書
な

ど
の
教
育
関
係
の
資
料
が
不
足
す
る

中
で
、
教
え
る
側
も
教
わ
る
側
も
苦

労
し
て
い
ま
し
た
。
教
育
を
重
要
視

す
る
親
は
少
な
く
、
読
書
推
進
に
理

解
を
示
す
人
も
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
図
書
館
に
子
ど

も
が
通
い
、
読
書
推
進
活
動
を
続
け

る
中
で
、
効
果
が
認
知
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
先
生

や
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
協
力
し
、
図

書
館
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今だ多くの人々が暮らす難民キャンプでは、帰還後
の生活を不安に感じる声が少なくありません。帰還
後も安心できるよう彼らの心の支えとなれるよう
活動に取り組んでいます。

❶

❷

Hot Topics

❸

メーソット

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
が

大
き
な
支
え
で
あ
り
誇
り

　
困
難
を
乗
り
越
え
事
業
の
成
果
が

表
れ
た
と
き
、
言
葉
に
な
ら
な
い
喜
び

を
感
じ
ま
す
。
予
算
不
足
で
支
援
が

で
き
な
く
な
っ
て
も
な
お
積
極
的
に
活

動
し
て
く
れ
る
図
書
館
青
年
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
存
在
は
、
私
の
大
き
な
支
え

で
す
。
感
謝
の
思
い
や
子
ど
も
の
笑
顔

を
受
け
、
事
業
を
共
に
進
め
ら
れ
た

こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

❶ 帰還への期待と
　 不安の狭間で生きる人々
停戦合意が結ばれた後、2016年か
ら現在までに4回、合計で1,039人
(273世帯)の人が国連機関を通じて
ミャンマーへ帰還しました。しかし、
安全性や雇用、教育、病院へのアク
セスなど帰還後の生活に対する不安
から帰還を選択しない人は今なお多
くいます。

❷ 援助減少の影響と支援の必要性
ミャンマーの民主化や国際的な関
心の低下により、難民キャンプへ
の支援は減少の一途をたどってい
ます。帰還志願者が多いとは言え
ない状況下では、帰還地の支援と
同時にキャンプ内の人々の支援も
必要です。

❸ ミャンマー国境支援事業が始動
帰還が始まったことを受け、シャン
ティはミャンマー国境支援事業事務
所をミャンマーのカレン州に設置し、
ミャンマー（ビルマ）難民事業事務

PROFILE
難民キャンプ内の学校で教育・文
化の人道支援従事者として勤務。
2001年より現職。人生のモットー
は“Every cloud has a silver 
lining（やまない雨はない）”

ミャンマー（ビルマ）難民事業事務所
副所長

ジラポーン・ラウィルン（セイラー）

所と共に、帰還地域の住人と帰還し
た難民の人々との共存と発展を目指
し活動を開始しました。皆様の声に
耳を傾け、ミャンマーの平和に貢献
できるように努力していきます。
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私のお気に入り

世界の現場から

AIRMAIL

7：00 起床
顔を洗い、髪を整えて学校に行く
準備をします。

カ
レ
ン
語
・
ビ
ル
マ
語

両
方
を
話
せ
る
お
医
者
さ
ん
に
な
り
た
い

　
私
は
、
父
と
図
書
館
員
の
母
、
姉
の
一
家
と
5
人
の
兄
弟

と
メ
ラ
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
内

の
多
く
の
人
は
カ
レ
ン
語
を
話
し
ま
す
。
私
の
家
族
の
よ
う

に
、
ビ
ル
マ
語
も
カ
レ
ン
語
も
話
せ
る
人
は
多
い
と
は
言
え

ず
、
ビ
ル
マ
語
し
か
話
せ
な
い
人
は
困
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
カ
レ
ン
語
と
ビ
ル
マ
語
の
両
方
を
話
し
て
地
域

の
人
々
を
助
け
て
い
る
お
医
者
さ
ん
は
、
と
て
も
輝
い
て
見

え
ま
す
。
今
か
ら
た
く
さ
ん
勉
強
し
て
、
将
来
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
す
べ
て
の
人
の
役
に
立
て
る
お
医
者
さ
ん
に
な
り
た

い
で
す
。

難民キャンプで家族と共に暮らす11歳のスウィートさん
に、現地での暮らしやお気に入りの遊びをリポートし
てもらいました！

From BRC／ミャンマー（ビルマ）難民キャンプ

現地の子どもリポート
私が
住んでいるのは
こんなキャンプ

1日がスタート！

8：10 通学
通学路には、急な坂や狭い橋が
あります。

石を片手で持ち空中に投げてキャッチするゲームが
お気に入り。片手で複数の石を空中に投げ、その手
で床に置いてある石を拾って、空中の石も落とさず
にキャッチしたり、手の甲にすべての石を乗せ、裏返
すと同時にキャッチするなどの技があります。失敗す
ると相手の番。よく友達や兄弟と一緒に遊びます。

「小石で遊ぶゲーム」

メラ難民キャンプから
スウィート・ポウ・ポップさん（11歳）

がリポート！

20：00 自由時間
宿題をしたり、図書館から借
りた本を読んだりします。ビ
ルマ語の雑誌は特にお気に
入りです。

21：00 就寝

お
やすみなさ

い！

. . . z
z z
z 私の１日を

紹介します！

12：00 家でお昼ごはん
フィッシュペーストと野菜を、朝の
残りのご飯があるときはそれと一
緒に食べます。

8：30 授業を受ける
カレン語、算数などいろいろな教科がありますが、
一番好きなビルマ語の授業がある日は学校へ行
くのが楽しみです。

17：30 夕食
ご飯を炊くのが私の仕事で
す。ご飯と一緒に食べる魚の
カレーやスープは絶品です。

15：30 放課後
友達と図書館に毎日通って
います。家に帰ったら、シャ
ワーを浴びて夕食の準備を
手伝います。

Thailand
タイ

バンコク

メラ難民キャンプヤンゴン

キャンプ教育部会事務所（OCEE）
主催のサッカー大会では、年に1回メ
ラ難民キャンプ内のすべての学校の
サッカーチームが参加して実力を競
います。自分の子どもや友人、近所
の学校、気になるあの子を応援しに、
老いも若きもみんな集まり大盛況。
厳しい日差しの下でも女性たちの声
援は鳴りやみません。

7：30 朝食
朝ご飯を準備する時間がないとき
は、近くのお店でモヒンガー(ミャ
ンマーの麺料理)を食べます。



世界の現場から

AIRMAIL

25

図書館活動を難民キャンプ全体に広げるために行
われてきた人形劇。その舞台裏をのぞいてみたら、
スタッフの熱い想いが見えてきました！

From BRC／ミャンマー（ビルマ）難民キャンプ

ものづくりの舞台ウラ

24

オオカミ

演
者
と
観
客
が
一
体
と
な
っ
て

楽
し
め
る
人
形
劇

　
難
民
キ
ャ
ン
プ
内
で
図
書
館

活
動
を
周
知
す
る
た
め
、
人
形

劇
や
お
は
な
し
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
オ

オ
カ
ミ
が
こ
わ
そ
う
な
大
き
な

声
で
子
ど
も
た
ち
と
目
線
を
合

わ
せ
る
よ
う
に
登
場
し
た
と
き

は
怖
が
っ
て
く
れ
た
り
、
懲
ら

し
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
笑
っ

て
く
れ
た
り
、
投
げ
か
け
た
質

問
に
大
き
な
声
で
答
え
て
く
れ

た
り
、
台
本
で
意
図
し
た
と
お

り
の
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
反

応
が
観
客
か
ら
返
っ
て
く
る
と
、

演
じ
て
い
る
側
に
も
さ
ら
に
熱

が
入
り
ま
す
。
「
人
形
を
通
じ

て
演
者
と
観
客
が
一
体
と
な
っ

て
楽
し
む
様
子
は
、
人
形
劇
の

持
つ
力
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

る
」
と
職
員
は
言
い
ま
す
。

このオオカミは、『さんびきのこぶ
た』や『あかずきんちゃん』など複
数のおはなしで登場し、悪役として
とても重要な役割を果たします。そ
のため、存在感を発揮できるよう
に工夫する必要があり、悪役の特
徴の一つである「恐ろしさ」を強調
しました。ペンで形を書きだし、そ

重要な悪役のオオカミ制作秘話

まずは、人形劇で使うおはなしを決め
ます。すでにある絵本から選ぶこともあ
れば、独自におはなしを作ることもあり
ます。おはなしを作るときは、環境問題、
健康、平和などをテーマにします。いず
れの場合も10分から15分の長さになる
ように調整します。

どんな作品を作るのか
打ち合わせ

劇中で使用する
人形・小道具や
台本の制作

おはなしが決まったら、登場人物の
人形と台本を作ります。一から手作
りする場合もあればお店から人形
を買うこともあります。台本は、「面
白くて分かりやすい」ことを心がけ
てつくります。各キャンプの特徴に
合わせて、キャンプごとにセリフを
変えることも。

事務所で練習をした職員が各難民キャ
ンプの図書館青年ボランティアの前で
お手本を見せた後、図書館青年ボラン
ティアが練習を開始します。オオカミな
ら怖くて大きく、老人なら弱 し々く、キャ
ラクターを印象づける声の練習は最も
苦労します。

1

2

完成した台本で
稽古スタート3 れに合わせて布を切ります。すべて

の素材がそろったところで、糸で縫
い付けます。しかし、ただ素材を縫
い付けるだけでは、優しく見えてし
まう。一目で怖いオオカミだと思っ
てもらえるよう、口や歯の角度や大
きさ、目の鋭さなど、試行錯誤を繰
り返して、ようやく完成しました。

舞台の
ウラ側

オモテ
舞台



東京事務所の活動をレポート！

Shanti@Tokyo
クラフトエイド課

髙橋 布美子さん
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事業サポート課 課長

菊池 礼乃さん
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東京事務所の活動をレポート！
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活動をレポート！
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 私 の 仕 事 の モ ッ ト ー

MOTTO

1O2O3O

　
事
業
サ
ポ
ー
ト
課
の
役
割
は
、
海

外
事
務
所
の
事
業
・
事
務
所
運
営

が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
す
。
日
々
の
業

務
サ
ポ
ー
ト
に
始
ま
り
、
ネ
ッ
ト

27 26

人
々
が
い
き
い
き
と
生
き
ら
れ
る

社
会
を
築
く
た
め
の
力
へ

　　海外事業や
　　国について深く知る　
課長になって最初に取り組みたいこと
は、各海外事務所に出張し、事業視
察を行い、日本人駐在員や現地職員、
カウンターパートや裨益者と直接話して、
その国について、事業について、関わる
人の思いについて深く知ることです。こ
れまで間接的に聞いてきたことを、自
分の五感をフルに使って理解し、事業
について海外事務所と一緒に考えられ
るようになりたいと思っています。

　　仕事も子育ても
　　楽しみながら　
主人をミャンマーに残し、３歳になる息
子と２人で生活しています。日本では実
質シングルマザーで、言うことを聞かな
い年ごろの子どもに手を焼いています
が、子どもの成長は私にとっては何よ
りの喜びです。仕事と子育ての両立は、
悩ましいテーマではありますが、息子に
対しては、母がいきいきと活動する姿
を見せていきたいと思っています。

　　自分を
　　成長させないと　
事業サポート課に着任し、特に課長の
立場になってからぶつかる壁がたくさん
ありますが、周りの課員や経験の長い
海外事務所の所長に日々助けられてい
ます。周りへの感謝の気持ちを忘れず
に、自分なりのチームの支え方を見つ
け、「自分の成長なくしてチームや組織
の成長なし」という気持ちで、さまざま
な学び、経験を通して自分を成長させ
ていきたいです。

ワ
ー
ク
へ
の
参
画
と
提
言
、
公
的
機

関
な
ど
か
ら
の
資
金
調
達
や
教
育
事

業
に
か
か
る
リ
ソ
ー
ス
の
集
約
と
共

有
、
さ
ら
に
人
材
育
成
な
ど
業
務
内

容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

PROFILE
菊池 礼乃さん

一般企業で勤務したのち、留学や
国際機関でのインターンを経て
2011年入職。約7年間ミャンマー
(ビルマ)難民事業事務所に勤務後、
2018年より事業サポート課海外
事業担当に。2019年7月より現職。

　

2
0
1
8
年
ま
で
ミ
ャ
ン
マ
ー

（
ビ
ル
マ
）難
民
事
業
事
務
所
に
勤

務
し
、
７
年
半
難
民
支
援
事
業
に

携
わ
る
中
で
、「
人
間
の
尊
厳
」と

い
う
言
葉
の
持
つ
重
み
を
知
り
ま
し

た
。
同
時
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書

館
が
、
住
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で

あ
り
、
限
ら
れ
た
環
境
の
中
で
子
ど

も
た
ち
の
好
奇
心
を
花
開
か
せ
ら
れ

る
場
所
と
な
っ
て
い
る
姿
を
間
近
で

見
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
学
び
を

自
分
の
核
と
し
、
事
業
サ
ポ
ー
ト
課

の
課
長
と
い
う
立
場
で
、
各
事
業
が

そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
地
域
で
の
社
会
課

題
、
開
発
課
題
の
解
決
・
改
善
に
向

け
て
取
り
組
む
た
め
の
後
押
し
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
国
際
協
力
に
関
わ
る
ア
ク

タ
ー
が
多
様
化
す
る
中
で
、
改
め
て

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
て
き

て
い
ま
す
。
貧
困
層
や
少
数
民
族
の

人
々
の
内
発
的
発
展
に
寄
与
す
る
よ

う
な
寄
り
添
っ
た
活
動
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
で
す
。
今

後
も
N
G
O
の
強
み
を
生
か
し
た
活

動
を
実
践
で
き
る
よ
う
、
海
外
事
務

所
を
支
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
私
自
身
の
モ
ッ
ト
ー
で
も
あ
る
、

ど
ん
な
環
境
に
お
い
て
も
、〝
そ
の
人

が
い
き
い
き
と
生
き
て
い
け
る
〟社

会
を
築
く
た
め
の
力
に
な
り
た
い
で

す
。

菊池さんのお気に入りアイテム

 ［通勤中に読む本］

 『私たちが国際協力する理由
人道と国益の向こう側』 
著・紀谷昌彦、山形辰史
 （日本評論社）
日々の業務から視点を上げ、日本
のNGOの役割やその強みをどう
生かしていくかを改めて考えさせ
られた一冊。

 『緒方貞子
戦争が終わらないこの世界で』
著・小山靖史（NHK出版）
「5フィートの巨人」と呼ばれた
故・緒方貞子さんの評伝ノンフィ
クション。彼女の言葉とその考え
に背中を押されます。

茨城から電車で通勤する
私の移動の友は「本」です。
最近読んだ私たちの仕事にも関わる本を
紹介します。
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パ
ル
シ
ス
テ
ム
東
京
は
、
食
品

な
ど
の
宅
配
事
業
、
高
齢
者
福
祉

や
保
育
園
な
ど
の
福
祉
事
業
、
生

産
地
と
と
も
に
取
り
組
む
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
力
事
業
、

「
助
け
合
い
」の
輪
を
つ
な
げ
る

共
済
事
業
と
い
う
４
つ
の
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
作
り

手
と
交
流
す
る
産
地
ツ
ア
ー
や
小

学
校
で
の
お
米
の
出
前
授
業
な
ど

の〝
食
育
活
動
〟、石
け
ん
利
用
の

推
進
な
ど
の〝
環
境
活
動
〟、国
際

協
力
や
戦
争
体
験
の
継
承
な
ど

の〝
平
和
活
動
〟に
も
力
を
い
れ

て
い
ま
す
。

　

1
9
9
6
年
か
ら
は
紛
争
や
難

病
、
貧
困
な
ど
世
界
の
厳
し
い
状

況
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
支
援
を

目
的
に
、
パ
ル
シ
ス
テ
ム
の
利
用

者
（
組
合
員
）
が
食
品
の
注
文
と

一
緒
に
募
金
を
す
る
「
平
和
カ
ン

パ
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
平
和
カ
ン
パ
を
２
０
１
2

～
１
９
年
に
か
け
て
、
シ
ャ
ン

テ
ィ
さ
ん
が
支
援
す
る
タ
イ
国
境

の
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ビ
ル
マ
）
難
民

キ
ャ
ン
プ
の
図
書
館
事
業
に
活
用

い
た
だ
き
ま
し
た
。
他
に
も
、
難

民
問
題
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
ク
ラ
フ
ト

エ
イ
ド
の
販
売
な
ど
で
連
携
し
て

き
ま
し
た
。

　

パ
ル
シ
ス
テ
ム
は
、物
語
の
あ

る
商
品
や
体
験
を
届
け
る
こ
と

を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
例
え

ば
、
人
気
商
品
の「
バ
ラ
ン
ゴ
ン

バ
ナ
ナ
」。
砂
糖
の
国
際
価
格
暴

落
の
影
響
を
受
け
た
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
ネ
グ
ロ
ス
島
で
、
職
を
失
っ

た
人
々
の
自
立
を
支
援
す
る
た

め
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
バ
ナ
ナ

の
取
り
扱
い
を
ス
タ
ー
ト
。
こ

の
バ
ナ
ナ
を
「
選
ぶ
」
こ
と
で
、

人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
、
農
薬
を

使
わ
な
い
栽
培
は
、
人
々
の
健
康

や
地
域
の
環
境
を
守
る
こ
と
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
価
格
や
品

質
だ
け
で
な
く
、
商
品
が
で
き
る

ま
で
の
背
景
や
、
社
会
・
環
境
に

与
え
る
影
響
を
考
え
た
商
品
を

「
選
ぶ
」こ
と
で
社
会
を
変
え
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
さ
ん
と
取
り
組
む

国
際
協
力
や
平
和
活
動
も
、
こ

の
考
え
方
が
根
底
に
あ
り
ま
す
。

安
全
安
心
な
食
や
暮
ら
し
は
、
平

和
な
社
会
が
背
景
に
あ
る
か
ら

こ
そ
。
平
和
を
当
た
り
前
と
思
わ

ず
、
努
力
し
て
守
っ
て
い
く
た
め

に
「
ふ
だ
ん
の
く
ら
し
」の
中
で

で
き
る
平
和
・
国
際
協
力
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
多
く
は
子
育
て
経

験
の
あ
る
お
母
さ
ん
で
す
。
絵
本

や
図
書
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
学
び
の
楽
し
さ
を
伝
え
る

シ
ャ
ン
テ
ィ
さ
ん
の
活
動
は
、多
く

の
共
感
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
組
合
員
か
ら「
ボ
ラ
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パ
ル
シ
ス
テ
ム
東
京
は
、
安
全
で
安
心
な

食
品
を
お
届
け
す
る
生
協（
C
O
・
O
P
）で

す
。
１
都
９
県
の
10
生
協
で
構
成
し
て
い
る

パ
ル
シ
ス
テ
ム
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
、「
私
た

ち
の『
選
ぶ
』で
未
来
は
変
わ
る
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
作
り
手
の
く
ら
し
や
環
境
に
も
想

い
を
馳
せ
、
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
取

り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。
2
0
1
7
年

に
は
「
第
１
回
ジ
ャ
パ
ン
S
D
G
s
ア
ワ
ー

ド
」
で
「
S
D
G
s
推
進
副
本
部
長（
内
閣

官
房
長
官
）賞
」を
受
賞
。
そ
ん
な
パ
ル
シ
ス

テ
ム
東
京
と
の
関
係
は
、
1
9
9
7
年
、バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
サ
イ
ク
ロ
ン
被
災
者
支
援

カ
ン
パ
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

山
中 

裕
子

生
活
協
同
組
合
パ
ル
シ
ス
テ
ム
東
京

政
策
・
環
境
推
進
部
　
政
策
推
進
課 

課
長

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
た
い
」と
い

う
声
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
今
年
は「
絵
本
を
届
け
る
運

動
」の
親
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

を
開
催
し
ま
し
た（
写
真
❷
）。
参

加
し
た
親
子
か
ら「
こ
れ
な
ら
私

に
も
で
き
る
！
と
思
え
た
こ
と
が

大
き
な
収
穫
で
し
た
。
娘
の『
家

で
も
で
き
る
ね
』と
い
う
言
葉
が

そ
の
証
拠
で
す
」と
い
う
声
も
。

　

体
験
を
通
じ
て
、
世
界
の
問
題

に
目
を
向
け
、「
お
互
い
さ
ま
」や

「
助
け
合
い
」の
気
持
ち
を
育
む

機
会
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
く
こ

と
が
、
パ
ル
シ
ス
テ
ム
に
で
き
る

「
国
際
協
力
」の
形
。
生
活
者
目

線
の
国
際
協
力
活
動
を
、
今
後

も
絶
や
さ
ず
広
げ
て
い
き
た
い
で

す
。

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
さ
ん
と
は
、
寄
付

す
る
、
さ
れ
る
、
と
い
う
関
係
で

は
な
く
、
同
じ
志
を
持
っ
た
パ
ー

ト
ナ
ー
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
自
立
を
大
切

に
、
人
々
に
寄
り
添
う
シ
ャ
ン

テ
ィ
さ
ん
ら
し
い
支
援
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

パルシステム食品の宅配事業の様子

❶

❷

●❶「ストップ！児童労働キャンペーン」の「レッドカードアクション」に参加（左端が山中さん）　
●❷「絵本を届ける運動」親子ボランティア体験の様子



ミ
ャ
ン
マ
ー（
ビ
ル
マ
）

難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の
邂
逅

 

「
こ
こ
で
の
生
活
に
意
味
な
ど
な
い
よ
」
。
モ
ー
ゼ
さ
ん

（
当
時
87
歳
）
は
遠
く
を
見
つ
め
な
が
ら
呟
き
ま
し
た
。

彼
と
出
会
っ
た
の
は
2
0
0
8
年
の
こ
と
。
1
9
8
4
年

に
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
に
よ
る
強
制
労
働
か
ら
逃
れ
て
き
た
彼

は
、
メ
ラ
キ
ャ
ン
プ
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
中
は
イ
ギ
リ
ス
軍
に
協
力
し
て
い

た
モ
ー
ゼ
さ
ん
。
日
本
兵
捕
虜
の
監
視
が
任
務
で
、
捕
虜

か
ら
日
本
語
を
教
わ
り
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て

い
る
と
突
然
当
時
の
流
行
歌
『
愛
国
の
花
』
を
日
本
語
で

口
ず
さ
み
、
驚
か
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

 

「
母
国
を
侵
略
し
た
日
本
を
恨
ん
で
は
い
な
い
の
で
す

か
？
」
と
尋
ね
る
と
「
日
本
の
し
て
き
た
過
去
は
も
う
忘

れ
た
よ
」
と
笑
顔
を
向
け
て
く
れ
ま
し
た
が
、
話
が
現
状

に
移
る
と
キ
ャ
ン
プ
か
ら
出
た
い
と
苦
し
い
胸
の
内
を
明

か
し
て
く
れ
た
の
で
し
た
。

上：2008年1月13日、図書館で子どもの日のイベン
トが開催された。下：2008年のメラキャンプ。風景
は今もほとんど変わらない。

家族と暮らすモーゼさん。

Shanti s 
Photo  Log 
ファインダーを　　のぞいて

川畑 嘉文（フォトジャーナリスト）
Yoshifumi KAWABATA

ニューヨークの雑誌社勤務時代に9.11を経験し、記者職を捨て写真
の道に進むことを決意。2002年、会社を退職しタリバン政権崩壊後
のアフガニスタンを訪れ取材を行った。2005年フリーランスのフォト
ジャーナリストとなり、世界中の難民キャンプや貧困地域、自然災害の
被災地で取材を行い、雑誌や新聞などに写真と原稿を寄稿している。
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人事のお知らせ

台風19号  長野市内の避難所で
 「子どもの居場所」支援を実施 前号「シャンティ2019秋号（通巻302号）」の記載に一部

誤りがございました。謹んでお詫び申し上げます。

P8 出版社名
誤）にじ（福音館）たべもののたび（福音館）うずらちゃんの
たからもの（福音館）
正）にじ（福音館書店）たべもののたび（童心社）うずらちゃ
んのたからもの（福音館書店）

P9出版社名
誤）とりになったきょうりゅうのはなし（福音館）しっぽのは
たらき（福音館）
正）とりになったきょうりゅうのはなし（福音館書店）しっぽ
のはたらき（福音館書店）

P14ふりがな
誤）川辺陽子さん（かわべ ようこ）さん
正）川辺陽子さん（かわべ あきこ）さん

お詫びと訂正

2020年度総会のご案内

10月に日本列島で甚大な被害をもたらした台風19
号により氾濫した長野県・千曲川周辺に職員を派
遣し、物資配布などの緊急支援活動を実施しまし
た。長野市内の避難所は長期化しており、日頃より
協力関係にある宗門組織や
県内外の協力団体と連携
し、避難所における子どもの
遊び場、学習スペースの運営
の支援を行っています。

■「台風19号 緊急募金」受付中
郵便振替：00170-8-397994
加入者名：SVA緊急救援募金
＊払込取扱票の通信欄に「台風19号 緊急募金」と明記して下さい

シャンティからのお知らせ

当会へのご寄付は、所得税、住民税、および法人税、相続税の優遇措置が受けられます。
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シャンティ 2020年冬号（通巻303号）　2020年1月1日発行
2020年度総会を下記の通り開催いたします。
ぜひご参加ください。
日　時：2020年3月25日（水）

会　場：東京グランドホテル
第一部：総会　第二部：講演会
申込方法：電話、FAX、メール、ハガキでご連絡
ください。

●入職
荒川 千尋	 地球市民事業課  国内緊急救援担当（10/23付）

中村 美和	 経理課  国内/海外経理担当（11/1付）

佐々木 ひろみ	 広報・リレーションズ課 マ ーケティングチーム
	 支援者サービス担当（12/1付）

岡 敦子	 広報・リレーションズ課
	  「絵本を届ける運動」補佐（12/4付）

清藤 明子	 広報・リレーションズ課
	 支援者サービス補佐（12/9付）

●退職
野口 早苗　	 広報・リレーションズ課
	  「絵本を届ける運動」担当（12/31付）

●雇用形態変更
塙 香織　	 広報・リレーションズ課
	  「絵本を届ける運動」担当（10/1付）

	 ※パートタイムからフルタイムに


